
――主権者の声を全国の草の根から（２０１５年２月２３日）

戦後７０年の今こそ、日本国憲法９条の意義を再確認し、日本と世界に輝かすべき時で

す。それこそが、世界に広がる暴力の連鎖を断ち切る保障です。

九条の会は２月２３日新アピールを発表しました。
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安倍晋三内閣は、先の総選挙で与党が3分の2を確保したことで白紙委任を得たかのごとく、昨年7月

の閣議決定を具体化する「安全保障法制の整備」に向け、暴走を加速させようとしています。

その内容は、政府自らが60年以上にわたって違憲としてきた集団的自衛権の行使に踏み出すことを

はじめとして、国連の集団安全保障措置や多国籍軍の軍事行動などへの後方支援を、どこでもかつ迅

速に行えるようにする自衛隊派兵恒久法の制定、「駆け付け警護」や「任務遂行のための武器使用」の

解禁など、広範多岐にわたっており、自衛隊が海外で他国の軍隊と肩を並べて軍事行動ができるよう

にするための「戦争立法」に他なりません。これは、憲法9条を根底から破壊するものであり、テロなどと

の暴力の応酬の連鎖にはまり込むことをも意味します。その先には、憲法に「国防軍」を明記するなど

の明文改憲が控えています。

安倍政権は、この野望実現のため、4月の統一地方選挙後に法案を上程して一括審議に持ち込もう

としています。しかし、総選挙後に行われたマスコミによる世論調査でも、「集団的自衛権行使容認に

反対」の声が過半数を占めています（2014年12月15・16日共同通信で55％、2015年1月15・16日毎日

新聞で50％）。政府・与党が「戦争立法」の全容の公表や日米ガイドラインの再改定の日程を先送りし

続けているのも、この国民の世論を恐れてのことにほかなりません。

いま、こうした国民世論を受け、安倍内閣の暴走にストップをかけようとするさまざまな団体による取り

組みが発展し、それらの団体間の共同が広がっています。これを、私たちは心から歓迎し、その成功を

願ってやみません。同時に、結成から10年を経過した私たち九条の会にとっても、その真価が問われ

る正念場です。

戦後70年の今こそ、日本国憲法9条の意義を再確認し、日本と世界に輝かすべき時です。それこそ

が、世界に広がる暴力の連鎖を断ち切る保障です。全国のすべての「九条の会」が、憲法9条を破壊す

る安倍内閣の戦争立法と明文改憲に「NO」の声をつきつけ、その暴走をストップさせるために、草の根

での訴えと話し合いを創意をこらして展開しましょう。

2015年2月23日 九条の会



『にらめっこ』２０１５年２月第８９号の

第３面に掲載された文章に関して、批判と提

案をします。

あらかじめおことわりしておきますが、こ

れは、『にらめっこ』を、毎号、独力で編集

発行してくれている広瀬さんを非難するもの

ではけっしてありません。

そうではなく、「印西・九条の会」代表と

して、この８９号の内容についても全面的に

責任を負っていると感ずるがゆえに、見のが

すことのできなかった部分があるのです。第

３面のつぎの箇所です。

《（前略）テロ組織「イスラム国」とみら

れる犯行グループが（中略）卑劣極まりない

蛮行に大きな衝撃と怒りが沸き起こっていま

す。残虐非道な手段による蛮行に対し、強い

憤りをもって非難します。このような凶悪・

卑劣な行為はいかなる口実をもってしても絶

対に許されません。

今、重要なことは、国際社会が一致して国

際テロ組織「イスラム国」に対処すること、

国連を中心に、国際法と国際人道法を遵守し

て国際テロ組織に立ち向かい、孤立させ包囲

していくことではないでしょうか。》

これでは、まるで、後藤さんの死を奇貨と

して日本国を戦争のできる国に急速に改造し

ようとしている安倍首相とその一味の言い分

そっくりではないでしょうか？

いま、わたしたちにとってなによりもたい

せつなのは、後藤さんの死をこのように利用

して「テロとのたたかい」に参加すること

（こういう手法を「ショック・ドクトリンと

言います）ではなく、いみじくも後藤さんの

おかあさんが言われたように、憎しみの連鎖

を絶つことではないでしょうか？、

そしてまた、いま、現実に、だれよりも深

く傷つき、悩み、苦しんでいるひとたちに、

なんとかよりそいたいとのぞみ、よりそおう

とすることではないでしょうか？

憎しみの連鎖を、このわたし（たち）が断

ちきる努力をしなければならない。それこそ

が、いつわりの「積極的」平和などではなく、

文字どおりの、ほんとうの平和をきづくこう

するわたし（たち）の、この地球全体の真の

平和をきづこうとする日本国憲法とりわけそ

の第九条をまもりぬこうとするわたし（たち）

のなすべきことなのではないでしょうか？

いま、このわたし（たち）にとって、なに

よりも必要なのは、無前提・無批判に「国際

社会が一致して国際テロ組織『イスラム国』

に対処す」べきだと言うことではなく、いま

連日のように空爆をおこなって無辜のこども

たちまでも殺している「国際社会」とではな

く、「平和を維持し、専制と隷従、圧迫と偏

狭を地上から永遠に除去しようと努めている

国際社会」（日本国憲法「前文」）とこそ連

帯することではないでしょうか？

そして、後藤さんを殺害したひとたちがこ

の地球上にあらわれるそもそもの原因をつくっ

た「国際社会」、具体的に言えば、「テロと

のたたかい」を呼号してさまざまな国家をま

きこみ、アフガンへ、イラクへ攻めこんで、

そしていまなおイラクとシリアの一部への空

爆をつづけることによって、多くのひとびと

を、とりわけこどもたちを殺害し、あるいは

悲惨な難民生活へと追いやっている、まさに

そのＵＳＡを先頭とする諸国家とは連帯しな

いこと、ではないでしょうか？

「イスラム国」を一方的に「国際テロ組織」

であるときめつけ、後藤さんを殺害したかれ

らの行為を「卑劣極まりない蛮行」（ちなみ

に安倍首相は「非道卑劣極まりないテロ行為」

と声明のなかでのべています）とと非難する
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『テロとのたたかい』に参加しないこと

彦坂 諦



だけでは、後藤さんを殺害した「その罪を償

わせる」ために「イスラム国を根絶」するた

めの「テロとのたたかい」にいまこそ参加し

ようと「日本国民」に呼びかける安倍首相と

なんらかわるところがなくなりはしませんか？

テロとはなにか、テロリストとは、後藤さ

んを殺害したグループのことなのか、それと

も、アフガンやイラクに攻めこんで多くの無

辜のひとびとを殺し、傷つけた国家のことな

のか、いま現実におこなわれている「テロリ

ストとのたたかい」とはなになのか？

こうした諸問題については、いずれ、あら

ためて論じたいと考えています。

いまは、とりあえず、わたしの危惧をおし

らせします。

世話人のみなさん、会員のみなさん、どう

か真摯に考えてみてください。

提案が二つあります。

１．「イスラム国」という名称をつかわない

ようにしましょう。

これにかわるべき適切な名称がきまってくる

までは、かりに「ＩＳ」あるいは「ＩＳＩＳ]

とだけ表記しましょう。

理由：

いま日本国内でも「イスラモフォビー」つ

まりイスラムぎらいが蔓延しようとしていま

す。

それにともなうヘイトスピーチも深刻化せ

ています。

イスラム教それ自体、あるいはイスラム教

信者と、後藤さんを殺害したグループとは無

縁の存在です。イスラム教えのなかにはテロ

など含まれていません。

せめて、イスラムを直接想起させる表現は

避けませんか？

２．「テロ」ということばを無前提・無批判

にもちいることは避けましょう。

日本国内で「自爆テロ」ということばによっ

て語られているその行為を、ヨーロッパでは

「カミカゼ」と言うそうですよ（板垣雄三、

「DAYS JAPN Vol.12」）。

いわずとしれた特攻のこと。
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第７回憲法を知り考えるつどい 

元外務省国際情報局局長・防衛大学校人文社会科学群学群長 

ベストセラー「戦後史の正体」の著者・孫崎享氏がやってくる！ 

 戦後７０年と憲法九条  

日時：５月１７日（日）   

講師：孫崎享氏    

                 
 

 

開場 ：１３時 開演：１３時半 

閉会 ：１６時 

場所 ：中央駅前地域交流館 

    １号館（会議室１，２） 

参加費：３００円（資料代として） 

主催  ：印西・九条の会   

後援  ：印西市・印西市教育委員会 

連絡先  ：０４７６－４２－５０３４（廣瀬） 

略歴：東京大学法学部より 1966 年

外務省入省。在アメリカ合衆国大使

館の参事官等、各国で要職を歴任。

外務省国際情報局局長。『日本外交

現場からの証言握手と微笑とイエ

スでいいか』で山本七平賞受賞。「戦

後史の正体」、近著では「崖っぷち

国家日本の決断」等、著書多数！ 

 

 

 




